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１ 次期長野県食と農業農村振興計画の地域別振興計画の方向（たたき台） 

 

 

 



【別紙様式２】 

次期長野県食と農業農村振興計画の地域別振興計画の方向 

松本地域振興局 

タ
イ
ト
ル 

進化する農業新時代へ躍進（案） 

 

項目 内   容 

取
組
状
況
と
主
な
成
果 

１ 新規就農者及び中核的経営体の確保 

  関係機関連携による就農相談及び、里親研修制度等を活用し、平成 30 年度から令和３年

度までの 4年間で、45歳未満の新規就農者を 99 人確保することができた。 

  また、認定農業者の新規認定、再認定及び新規認定就農者の掘り起こしを行うとともに、

人・農地プランの実践により、松本地域の農業をけん引する 1,954経営体を確保することが

できた。 

２ 農業産出額の増額 

  管内の農家数及び栽培面積、飼育頭数は年々減少しているものの、中核的経営体等への技

術支援、補助金の活用及び支援制度・施策の展開等により、令和２年産の農畜産物産出額は

548 億円となった。 

「第３期食と農業農村振興計画」の基準年の平成 27 年産と比較すると、105%に増加してい

る。 

特に、りんご高密植・新わい化栽培等新技術の現地普及や、果樹戦略品種（ｼﾅﾉｽｲｰﾄ、ｼﾅﾉ

ｺﾞｰﾙﾄﾞ、秋映、ﾅｶﾞﾉﾊﾟｰﾌﾟﾙ、ｼｬｲﾝﾏｽｶｯﾄ）等の生産拡大により産出額が増加した。 

主
な
課
題 

 

１ 販売農家数の減少【2015年 9,518 人→2020年 7,475 人】）（2020 年農林業センサス） 

２ 農産物生産（量・面積）の減少 

３ 基幹的農業従事者の高齢化【65 歳以上 72.8％】（2020年農林業センサス） 

４ 新規就農者の確保（令和３年度：実績 30人 目標 45人） 

農
業
農
村
の
特
徴 

 
松本地域では、豊かな自然や風土及び大消費地に比較的近い立地を活かして多種多様な農業

生産が行われています。 

機械化の進んだ土地利用型農業の水稲、麦、大豆、新技術の導入や冷涼な気候を活かした園

芸品目の野菜、果樹、付加価値の高い施設園芸の花き、野菜及び飼養衛生管理の行き届いた畜

産及び、清らかで豊富な湧水に恵まれた水産、わさびなど県内屈指の産地が築かれています。 

また、農業の担い手については、認定農業者をはじめとする中核的経営体、大規模経営の農

業法人及び集落営農組合がそれぞれ高い技術で松本地域をけん引しています。 

更に、農業分野におけるＩＣＴ化が急速に進み、施設園芸のほか、土地利用型作物や畜産に

もスマート機器が導入されるなど、農業新時代を迎えています。 

 

 

 

 

 



【別紙様式２】 

項目 内   容 

め
ざ
す
姿 

Ⅰ 産業としての農業振興（仮） 

 

●地域の就農希望者受入体制が整い、毎年多くの新規就農者が確保されています。 

●農業をけん引する中核的経営体が、集積・集約された基盤を活用するとともに、農業用水

の安定供給により効率的で生産性の高い営農を展開するとともに、次代を担う若手農業者

が育っています。 

●安全・安心で環境にやさしい生産技術を基本して、県オリジナル品種等マーケットニーズ

に応える高品質な農産物の生産や新技術の導入により、信頼される総合供給産地として発

展しています。 

●松本地域の農産物の魅力が広く発信され、輸出ほか多様な取引が行われるとともに、６次

産業化が進み、新たなビジネス産業に取り組んでいます。 

 

Ⅱ 暮らしの場としての農村振興（仮） 

 

●中山間地域などにおいて、多様な担い手や集落営農組織等により、地域の特色を活かした

活力ある農業や農村生活が営まれています。 

●農業者や地域住民など地域ぐるみの協働により、魅力ある農村の景観や多面的機能が農村

コミュニティとともに維持されています。 

●農業用ため池について、下流への影響度が大きい箇所の豪雨や地震への耐性が把握・評価

され、耐震化工事などの対策が取られているとともに、低水管理による雨水貯留の取組に

伴い流域治水機能が向上しています。 

●農地・農業用施設災害や野生鳥獣被害の心配がなく、安定した生産や豊かな暮らしが確保

されています。 

 

Ⅲ 生産と消費を結ぶ松本の食の展開（仮） 

 

●「おいしい信州ふーど」ＳＨＯＰをはじめ多くの販売店等において、松本地域の魅力ある

農産物や加工品が販売されるとともに、広く情報発信がされています。 

●ＳＤＧｓやエシカル消費などの価値観への関心が高まり、地元農産物の消費が伸びていま

す。 

●ホテルや旅館、飲食店などで、松本特産の食材を活用した食事が提供され、豊かな自然や

食材の持つ物語が地域の魅力として享受されています。 

●学校や地域における食育活動の展開により、「食と農」の大切さが理解されるとともに、

松本地域の食文化を愛する心が次世代に継承されています。 

 

 

 



【別紙様式２】 

項目 内   容 

（
達
成
指
標
含
む
） 

重
点
的
な
取
組
方
向 

 

Ⅰ 産業としての農業振興 

 

重点取組１ 農業を担う経営体の育成と人材の確保 

松本地域は、米をはじめ野菜、果樹や畜産物などの総合供給産地としての地位を確立してい

ますが、農業者の高齢化等による生産力の低下が課題となっています。そのため、市村やＪＡ

等と連携して、地域農業のけん引役となる「中核的経営体」の確保に向けて、新規就農者の掘

り起こし、集落営農組織の育成、経営体の経営力強化を進めます。 

●施策の展開方向 

○新規就農者の確保、栽培技術・経営管理の習得等による育成と地域への定着を支援 

○地域計画（人・農地プラン）の推進や担い手を対象とした支援策の活用等により、認定農

業者、集落営農組織等中核的経営体の確保・育成と経営の安定・発展を支援 

○地域農業をけん引する経営体や集落営農組織について法人化と経営力強化を支援 

○大型の経営体や農繁期を支える労働力の新たな確保方策の研究・検討の推進 

★達成指標項目 

□ 新規就農者数（45 歳未満） 

□ 中核的経営体数 

 

重点取組２ 持続的な農畜産物の生産と安定供給 

松本地域は県内屈指の農業地帯で、鮮度の高い農産物を全国に向けて供給する責任産地とし

て、またニーズの高い県オリジナル品種をはじめとする多彩な農畜水産物を生産販売するブラ

ンド力の高い産地として、引き続きその維持発展を図ります。 

 さらに、生産性向上や省力化が期待されるスマート農業等新しい技術を積極的に導入すると

ともに、環境にやさしい生産方式や生産工程の改善等をめざした取組を一層推進します。 

●施策の展開方向 

【米穀類及び水田活用】 

○風さやか、信州ひすいそば等県育成品種の生産拡大と品質向上を支援 

○コシヒカリ等米の食味等品質向上対策の推進 

○需要量に応じた米生産を柱として、高収益作物の導入による複合経営を推進 

【果樹】 

○りんご高密植栽培等の生産拡大を支援 

○県育成品種（シナノリップ、クイーンルージュ®）等の生産拡大を支援 

○優良品種等への改植と合わせた樹園地継承による園地と産地の若返りを推進 

【野菜・花き等】 

○露地野菜における計画生産、安定出荷及び、グリーン栽培を推進 

○レタス、すいか、ながいも、わさび等の地域ブランド品目の生産安定と販路拡大を支援 

○需要期ピークに出荷できる花き生産体制の整備とマーケットニーズに対応した安定生産

と品質向上を支援 

 



【別紙様式２】 

項目 内   容 

（
達
成
指
標
含
む
） 

重
点
的
な
取
組
方
向 

 

【畜産】 

○畜産経営の体質強化のため、県育成等優良品種の普及、公共牧場の活用等による自給飼料

の利用を推進 

○飼養衛生管理の徹底及び危機管理体制の強化 

 ○堆肥の高品質化の推進 

【水産】 

 ○信州ブランド魚の安定生産を支援 

【共通】 

○スマート農業など新技術の導入と普及 

○環境負荷を低減した持続可能な農業の推進 

○温暖化に対応した生産技術の普及 

○耕畜連携による循環型農業の推進 

○農産物の安全・安心の徹底や経営効率の向上等に向けた、生産工程の管理や改善を推進 

○県産農産物の情報発信強化と知名度向上の促進 

○農村資源を活用した新たなビジネス創出の促進 

○流通の拡大に向けた輸出の促進 

★達成指標項目 

□ 実需者ニーズの高いオリジナル品種の普及面積 

□ スマート機器導入生産者数 

 

重点取組３ 基盤整備の推進と農地の効率的活用 

松本地域では、農地の整備率や利用集積はおおむね順調に推移していますが、農業用施設の

更新が課題となっています。 

 今後は、規模拡大や高収益作物への転換等による一層の経営力強化と効率化に向けて、市村

等関係機関・団体と連携し、生産基盤の整備・汎用化等を計画的に推進するとともに、農地利

用についても更に集積と集約化を進めます。 

●施策の展開方向 

○営農効率を高めるため、水田の汎用化等の基盤整備を推進 

○水管理の省力化と用水の安定供給のため、長寿命化計画に基づく水利施設の更新を推進 

○地域計画（人・農地プラン）の実現に向けて、農地中間管理事業等による中核的経営体へ

の農地利用の集積・集約を促進 

 ★達成指標項目 

□ 農地基盤整備及び水田汎用化面積 

□ 農業用水を安定供給するために重要な農業水利施設の整備箇所数 

 

 

 



【別紙様式２】 

項目 内   容 

（
達
成
指
標
含
む
） 

重
点
的
な
取
組
方
向 

 

Ⅱ 暮らしの場としての農村振興（仮） 

 

重点取組４ 風土豊かな松本地域の農山村の活性化 

松本地域の農山村において、豊かな風土や地域の特色を活かした農業を維持継承するため、

担い手の確保育成、農産物生産や農村コミュニティの活性化等を支援します。 

 また、野生鳥獣対策及び、風食対策等市村・ＪＡ等と連携して有効な対策を講ずるとともに、

気象災害への備えとして、生産者の農業保険制度等への加入促進などを支援します。 

●施策の展開方向 

○中山間地農業を支える多様な担い手の確保・定着を支援 

○農業活性化施設の整備等による特産品の加工・販売や開発等の支援 

○直接支払制度の活用により、用水路等の維持や農産物生産の継続のほか、住民参加による

地域活動の活性化を支援 

○野生鳥獣による被害軽減のための防護柵の設置・管理など地域ぐるみの取組を促進 

〇風食対策に向けた緑肥作物等の利用促進 

★達成指標項目 

□ 地域ぐるみで取り組む多面的機能を維持・発揮するための活動面積 

□ 野生鳥獣による農業被害の減少額 

 

重点取組５ 安心安全で持続可能な農業・農村の基盤づくり 

集中豪雨や地震が頻発して発生する中、松本地域の農山村において、豪雨対策・地震対策が

必要な農業用ため池等施設の耐性評価と防災工事を実施・支援し、災害から暮らしを守る農業・

農村の強靭化を図ります。 

 ●施策の展開方向 

○対策が必要な防災重点農業用ため池への地震耐性評価と防災工事の実施 

○農業用ため池の低水管理に伴い雨水貯留による流域治水対策の推進 

○地すべり防止施設等の長寿命化の推進 

○荒廃農地の発生防止と再生を進め、需要のある作物生産での活用を推進 

★達成指標項目 

□ 防災重点農業用ため池の対策箇所数 

□ 農地等の安全確保面積 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別紙様式２】 

 

項目 内   容 

（
達
成
指
標
含
む
） 

重
点
的
な
取
組
方
向 

 

Ⅲ 生産と消費を結ぶ松本の食の展開（仮） 

 

重点取組６ 松本地域の食材を活かした地産地消や食育活動の推進 

 地域の消費者や観光客からニーズの高い新鮮で多彩な野菜・果実・養殖魚などやその加工品

について、一層の販売促進や情報発信の強化に取り組むとともに、観光業や食品加工業等との

連携によりエシカル消費を推進します。 

 また、「食や農」への関心を高めるため、継続的な食育活動の取組を進めます。 

●施策の展開方向 

○農産物直売所等の魅力向上と地域食材の持つ物語を情報発信 

○ＳＨＯＰとの連携強化等「おいしい信州ふーど」の取組などによる農産物の魅力向上と活

用の促進 

○宿泊業や飲食業の団体等と連携した地域食材の利用拡大の推進 

○学校や給食センター等との連携による学校給食での地域食材の活用の推進 

○農業体験や地域の食文化の伝承など食育活動を行うグループの育成と活動を支援 

○米粉の利用拡大の推進 

★達成指標項目 

□ 農産物直売所の販売額 

□ 学校給食における県産食材を扱う業者等の数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


